
年　　　月　　　　日 患者様用ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ

担当看護師： 本人・家族サイン（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

月日 ／

経過 治療当日（１日目）

副作用が現れた時に 副作用が現れた時に対応策を受けられる

化学療法に必要な検査を受けることができる 症状を医療者に報告できる

発熱や貧血がみられず化学療法を開始することができる

入院時、身長・体重を測ります　 抗がん剤の点滴をします

普段使用しているお薬について確認させていただきます

必要に応じてお薬が処方されます

看護師が検温します

初めて化学療法を受ける患者様にはパンフレットをお渡しします

主治医の指示により採血、レントゲンなどの検査があります

指示のある方は入院後２４時間蓄尿検査を開始します　　　　　　　　

安静度
抗がん剤点滴中は
安静にしてください

毎日入浴できます。浴室は８B病棟にあります。シャワー浴は８AB病棟のどちらでもできます。

入浴、シャワー浴の許可がない方は、体拭き用のタオルをお渡しします。

昼の検温時に尿と便の回数をお聞きします

主治医から病状・治療・入院期間などについて説明があります

看護師から治療を受ける時の注意事項について説明があります

病棟薬剤師から治療に使用するお薬について説明があります

その他

清潔

排泄

採血の結果によって外出できない時があります

尿検査がある患者様は尿のため方について説明させていただきます

　　　　　　　　　　　　　　体調により食事内容を変更することができます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採血の結果により生物は控えていただくことがあります
食事

　採血の結果により入浴は許可が必要になります

特に制限はありません

／　～退院

9日目以降治療翌日　～　８日目

　　／　　～　　／

治療
看護

抗がん剤の点滴中は心電図モニター
を装着します

吐き気・食欲不振・倦怠感・しびれ・便秘・下痢
等副作用の観察をします

今後の治療方針について理解できる

随時、採血やレントゲン検査をします

入院後の外出・外泊は主治医の許可が必要になります

　ID　@PATIENTID
化学療法を受けられる方へ　

達成目標

入院中のスケジュールについて理解することができる

　　　　　　　　　　　　　　　　／

治療前　　　　　　　　　　　　治療前日

お名前　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

説明された症状が現れた時は我慢しないで主治
医や看護師にお知らせください

副作用が現れた時の対応方法が理解で
きる

この内容は治療経過のあらすじを示したものです。患者様の状態により変更することがあります。市立四日市病院　呼吸器内科

説明

・点滴中に「痛み」「腫れ」「赤み」「しこりのようになっている」ことがあればお知らせください。針をさし直すことがあります。程度に応じて適切な処置をします。
・血液検査の結果により８日目の治療が延期や中止になることがあります。
・点滴の針を抜いた後に血管に炎症が起こることがあります。看護師も観察させていただきますが、「痛み」「腫れ」などがあればお知らせください。
※１回目の方は１５日が退院の目安です（放射線治療中の方は、継続入院となります）。
※２回目以降の方は、８～９日目が退院の目安です。
※退院は血液検査の結果や体の症状で決まります。

主治医が今後の治療について説明します

看護師が退院後の注意事項について説明します

次回再診予約について説明します

検査


